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水飛沫（スプラッシュ）や液だれといった自由表面を伴う流れの研究は，生活騒音の観点から

も科学者の関心も古くからあった．我々も，物体の表面性状の違いを数値シミュレーションに導

入するために，物体と流体の境界条件に表面性状の効果を記述するモデルを提案してきた[1,2]．

現在は，自由表面を扱う流体現象のシミュレーションの応用例として，ミルククラウンとコップ

の縁から流れ落ちる液だれの現象について，粒子法陽解法（Explicit Moving Particle 

Simulation Method）による大規模並列計算を行い，実験映像と比較して計算の妥当性について

検証を行っている．  

 H30年度の成果として，これまでの実験結果をもとに、粒子間ポテンシャルモデルにおける接触角パ

ラメータの見直しと計算モデルの改良とその計算の妥当性の検証を行った．改良した計算モデルによる

数値計算を行った結果と実験結果の比較において以前の計算モデルの結果に対しより良好に一致する

結果を得た（図１）．また，スプラッシュについての応用例として，ミルククラウンの大規模計算の結

果を論文として発表を行った[3]．十分細かいパーティクルサイズ（0.05mm以下）でないとミルククラ

ウンの表現が実現できず，大規模計算の有用性を示した（図2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 液だれの粒子法による大規模計算結果     図2 ミルククラウンの粒子法による大規模計

算結果 
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